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　最近の業績の動向を踏まえ、平成19年11月８日に公表しました平成20年3月期（平成19年4月1日
～平成20年3月31日）の通期の決算の見通しにつきまして、下記のとおり修正しましたのでお知らせ
いたします。

記

［１］平成20年3月期 通期業績予想の修正（平成19年4月1日～平成20年3月31日）
（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 営業利益 経常利益 当期純利益

210,000 5,600 4,000 200 △ 2,000 700 1,400 △ 
208,000 3,800 2,300 700 △ 1,400 0 1,300 △ 
2,000 △ 1,800 △ 1,700 △ 500 △ 600 △ 700 △ 100
1.0)(△  32.1)(△ 42.5)(△ (     -) 30.0)(△ (     -) (     -)

197,153 6,346 5,079 1,282 1,903 506 17  △ 

［２］修正の理由
　　鉄スクラップをはじめとする原材料価格の上昇に伴い、鋼材販売価格の見直しを進めてまい
　りましたが、国内建材市場における建築基準法改正の影響により、特に第4四半期については
　販売価格の上昇が鈍化し、単体損益が上記の通り修正を余儀なくされました。
　また、連結決算につきましても、建築用鋼材のメーカーである中山三星建材(株)をはじめとする
　鉄事業関連子会社において、大幅な出荷減と販価上昇の鈍化をきたし、減収、減益となる見通し
　であります。
　　なお、当期純利益につきましては、中期関連既存設備の活用方針の具体化により、減損想定額
　を見直しております。

　　このような状況を踏まえ通期の業績につきまして、上記のとおり修正いたします。

　　なお、配当につきましては、当初の予定通り期末配当３円を実施させていただく予定でござ
　います。

※　上記の見通しは本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な不確定要素が
　内在しております。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

　 以上

平成20年3月期の業績予想の修正に関するお知らせ
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